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あらまし：本研究では，無意味図形の横に顔写真を対呈示すると，顔写真の人物の表情や親近性が無意 

味図形の印象評定にどのように影響するのかを検討することを目的とした。実験の結果，既 
知顔の笑顔表情が, 対人依存傾向が高い人物や低い人物の印象評定にポジティブな影響を与 
えるという結果が明らかになった。 
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1. はじめに 
他者とコミュニケーションをとる際，顔という視

覚刺激は必要不可欠なものである。「顔色を伺う」と

いう言葉があるように，私たちは相手の顔を見て，

目の前にいる人物の感情や気持ちを推測している。

顔刺激には, 視線方向や顔の角度など様々な要素が

あるが，その中でも表情は相手の感情や気持ちを推

測するのにとても役に立つ刺激である。竹原・野村

（2004）によると, 身振り・接触・姿勢・歩行などの

人間の非言語行動（ノンバーバル行動）の中でも，

顔に表われる表情は特に情報量が多いとされており，

対人コミュニケーションの中心的役割を担っている

といえる。 
先行研究では，喜び表情または嫌悪表情を示す他

者が存在することで，対呈示された無意味図形の好

意度が変化するという結果が示されている（布井・

吉川，2016）。本研究は，この先行研究を参考に，無

意味図形の横に顔写真を対呈示すると，顔写真の人

物の表情や親近性が無意味図形の印象評定にどのよ

うに影響するのかを検討することを目的とした。ま

た，無意味図形の評定と対人依存欲求尺度や bigfive
尺度の結果を照らし合わせ，パーソナリティと印象

評定の関連性を検討する。 
 

2. 方法 
本研究の調査は 2023 年 11 月から 12 月に実施さ

れた。 
本研究の調査参加者は大学生 37 名（そのうち 23

名が既知顔の人物と同じ学科の学生），社会人 3 名の

計 40 名であった。 
既知顔とは，同じ学科の被験者 23 名と日頃から関

わりのある人物の顔画像のことで，未知顔とは，被

験者 40 名と全く関わりのない人物の顔画像のこと

である。 

実験は 1 人ずつ実験室で行った。まず，実験参加

者には 10 個の無意味図形を５段階（1:全く好きでは

ない～5:非常に好き）で評定してもらう。その後，無

意味図形の周りに既知顔，未知顔の写真を 1 枚ずつ

呈示し，図形の評定を行う 1 刺激呈示条件の実験と

無意味図形の周りに既知顔，未知顔の写真を同時に

2 枚呈示し，図形の評定を行う 2 刺激呈示条件の実

験を行った。その後，対人依存尺度や bigfive 尺度短

縮版を載せたアンケートを実施した。 
 

3. 結果 
3.1 全体の分析 

全体のデータを分析した結果，1 刺激呈示条件で

は，表情と親近性の主効果が見られたが，2 要因の

交互作用は見られなかった(F(1，39) = .37, ns, 

η²p = .01)。2 刺激呈示条件でも，未知顔表情と既

知顔表情の主効果が見られたが，2 要因の交互作用

は見られなかった(F(1，39) = 3.09, ns, η²p 
= .07)。 
3.2 親近性高群の分析 

本研究では，既知顔の人物と関わりのある被験者

と関わりのない被験者を設定している。そのため，

既知顔の人物と関わりのある被験者である親近性高

群を取り出して検討した。 

親近性高群のデータを分析した結果，1 刺激呈示

条件では，表情と親近性の主効果が見られたが，2 要

因の交互作用は見られなかった（F(1，22) = .68，

ns，η²p = .03）。2 刺激呈示条件でも，未知顔表情

と既知顔表情の主効果が見られたが，2 要因の交互

作用は見られなかった(F(1，22) = .34，ns，η²p 
= .02)。 

3.3 対人依存傾向クラスタを用いた分析 

親近性高群の対人依存欲求尺度でクラスタ分析を
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行い，無意味図形の印象評定における，被験者の対

人依存傾向と親近性・表情の関連性を検討した。親

近性高群の対人傾向クラスタは，対人依存傾向が高

いクラスタ 1 と対人依存傾向が低いクラスタ 2 に分

類された。 
このクラスタを用いて分析を行った結果を

Figure1 に示す。1 刺激呈示条件では，表情と親近性，

対人依存傾向クラスタの主効果が見られたが，2 要

因の交互作用は見られなかった。(F(1, 21) = .78, 
ns, η²p = .04)。2 刺激呈示条件では，角変換値を

用いた分析を行った。未知顔表情と既知顔表情の主

効果が見られたが，対人依存傾向クラスタの主効果

と 2 要因の交互作用は見られなかった(F(1, 18) 

=2.07 , ns, η²p = .10)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure1.2 刺激呈示条件におけるクラスタごとの推

定周辺平均値 
 
未知顔の真顔表情と既知顔の笑顔表情の組み合わ

せ, 未知顔の笑顔表情と既知顔の真顔表情の組み合

わせを対呈示したときの無意味図形の評定値を比較

するために，対応あり t 検定を行った（Figure2）。

分析の結果，未知顔の真顔表情と既知顔の笑顔表情

の組み合わせを対呈示した場合の評定値が有意に高

かった(t(19) = 4.45 , p < .001 , d = 1.00 , 95% 
CI [0.45, 1.53])。このことから，対人依存傾向が

高いクラスタ，低いクラスタ共に，既知顔の笑顔表

情が被験者の印象評定にポジティブな影響を与える

ことが示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure2.未知顔真顔_既知顔笑顔と未知顔笑顔_既知

顔真顔の評定値の比較 

4. 考察 
本研究では, 既知顔の笑顔表情が, 対人依存傾向

が高い人物や低い人物の印象評定にポジティブな影

響を与えるという結果が明らかになった。しかし，

顔写真の表情や親近性が被験者の印象評定に影響を

与える理由までは明らかにすることができていない

ため，今後検討する必要がある。 
本研究では，対人依存傾向が高い人物が既知顔の

笑顔表情に影響を受ける，という結果を得ることが

できた。先行研究では, 対人依存傾向が高い人物は，

他者の笑い顔の視線方向に対して敏感に察知するこ

とができるという結果が示されている（石川・山口・

澤・高田・大久保,2014）。この結果から，対人依存傾

向が高い人物は, 対人依存傾向が低い人物よりも，

既知顔の笑顔表情に過剰に影響を受けるのではない

かと考えた。例えば，普段から関わりのある人物が

無理な誘いをしてきても断れないといった弊害が生

じる可能性がある。このように，既知顔の笑顔表情

に影響を受けるということは必ずしも良いことばか

りではないという危険性も指摘する必要があると考

える。 
また，本研究では既知顔・未知顔のように先行研

究では行われていなかった親近性という要素を加え

て実験を行った。結果として，印象評定において，

既知顔の笑顔表情からポジティブな影響を受けると

いう結果が得られたが，これは，既知顔の人物と被

験者との信頼関係や日頃の関わり方も影響している

のではないかと考える。本研究に協力してもらった

既知顔の人物と親近性高群の被験者は，日頃から関

わりの多い関係性であった。しかし，既知顔の人物

を見たことはあるが話したことのない被験者や，既

知顔の人物と顔見知り程度の被験者であれば印象評

定に既知顔の笑顔表情があまり影響しない可能性が

ある。このことから，既知顔の人物との関係性も印

象評定に影響を与えるかどうか，今後検討する必要

がある。 
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